
エアコン室外機 ユニット工法専用
スプリング防振装置

CSU
室外機ユニット工法専用防振装置として作業性が格段に向上しました。

● 吸振体 ( バネ ) の交換で荷重誤差に対応した調整が可能です。（改修・増設時にも対応）

● 基礎ボルトの本数が減少し、 施工性が向上しました。

● 高耐震の２.０Ｇを標準品で満足しています。

● アンカーの後打ちが可能です。

● 屋外対応品 （ＨＤＺ３５） で、 重塩害仕様 （ＨＤＺ５５ ・ オプション） も対応可能です。

● 現場仕様に合わせた設計変更も可能です。 （基礎ボルト位置など）

● コンクリート基礎用 （２パターン）、Ｈ鋼基礎用の３パターンが選択可能です。
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このカタログは２０２６年１月現在のものです。 製品の改良にともない一部仕様を変更することがあります。

CSUの仕様、参考寸法図

■仕様表

ＣＳＵ-Ａ

ＣＳＵ-Ｂ

ＣＳＵ-Ｈ

型式

内側

外側

外側

用途

コンクリート基礎用

Ｈ鋼基礎用

アンカー
位置

■構成部材
　本体、取付説明書、施工参考図

CSUの特徴

基礎ボルトの本数が減少し、作業効率が向上

搭載物変更時の最適調整が可能
増設や改修により、荷重変化があった場合、

吸振体の入れ替えによって最適調整ができます

施工例（コンクリート基礎）

コンクリート基礎、Ｈ鋼基礎の両方に対応

増設前 増設後
施工例（Ｈ鋼基礎）

Ｈ鋼基礎の場合：８本から４本に減少コンクリート基礎の場合：４本から２本に減少
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